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商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。
ご用命は

取扱い説明書

お施主さま用

気象鳥可動式テラス

ご使用にあたって

●この取扱い説明書を読んで理解するまでは「気象鳥」
のご使用およびお手入れを行わないでください。

●この取扱い説明書は、ご使用中にご不明な点や、
お手入れの方法などをいつでも調べられるよう
大切に保存してください。
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商品保証について
本書は、ここに記載の保証期間・保証内容の範囲において無料修理をお約束するものです。
保証期間中、商品に故障・損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した場合には、お取扱いの施工店、工務店、
販売店又は、当社商品相談窓口にご相談ください。

※保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、
お取扱いの施工店、工務店、販売店又は、当社商品相談窓口にお問合わせください。

■保証者………………………

■保証の対象…………………

■対象商品……………………

■ 保 証 内 容 …………………

■ 保 証 期 間 …………………

■品質保証の免責事項……

トステム株式会社

住宅の所有者

トステムブランドで販売している一般住宅用商品およびエクステリア商品

通常の取扱いによって生じた品質不良・性能および機能の低下によるもので、かつ当社が認定

した不具合。

当該商品の取付け完了後2年間。（電装部品については1年間）

ただし、完了時期については所有者が立証責任を負う。

原因が次のような場合は、保証期間内であっても有償修理となります。

イ）環境が特に悪い地域の場所に取付けられた不具合。

　（例えば塩害や大気中の砂塵や煤煙・各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の排気ガス　

　　などの反応物質が付着して起こる腐食・高温・低温・多湿による損傷や故障）

ロ）保証者の表示した取扱いから逸脱した不具合。

　　①モルタル（アルミに接触する部分）に海砂を使用

　　②モルタル（アルミに接触する部分）に急結剤を使用

　　③塩分などを含んだ木材を使用

　　④施工指示通りに施工がされていない（シーリングなど）

　　⑤中性洗剤以外のクリーニング剤を使用

ハ）使用者もしくは第三者の誤り、又は不当な修理や改造による不具合。

ニ）保証者が表示した以上の性能を必要とする個所に取付けられたため発生した不具合。

※各種性能については、本書の「風に対する仕様」・「積雪に対する仕様」に記載されています。

ホ）不可抗力（天災・地変・地盤沈下・火災・爆発・騒乱・落雷・異常電圧など）により発生し

　　た不具合。

ヘ）建具構成材であっても当社供給範囲外の不具合（ガラスなど）。

ト）一般住宅用とは認められない使用目的に使用された不具合。

問合わせ事項

商品全般

連絡先窓口

お買い求めの工務店・販売店又はトステム（株）営業所

1.この取扱い説明書に記載してある注意事項が、すべての危険を含んでいるわけではあ
りません。したがって、「気象鳥」のご使用およびお手入れを行う場合は、この取扱い
説明書の記載してある事項に限らず、安全対策に関して十分な配慮が必要です。
2.この取扱い説明書は版権を有し、その権利は留保されています。
3.商品のお問合わせについては、下記の窓口までご連絡ください。

●安全のために、必ずお守りください。
　「気象鳥」をご使用およびお手入れを行う場合は、必ずこの取扱い説明書にしたが
ってください。

　もしこの取扱い説明書にしたがわず乱用又は誤用によって、ケガおよび損害が発生
した場合は、トステム株式会社およびその販売会社に責任はないものといたします。

ご使用の前に

警告用語の種類と意味

安全について

取扱いを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険
又は物的損害の発生が想定されます。

特に注意を促したり強調したい情報で、指示にしたがわないと機器
の損傷・故障などにつながる場合に用います。

警告用語 意　　味

●この取扱い説明書では、危険度の高さ（又は事故の大きさ）にしたがって、次の2段階
に分類しています。以下の警告用語が持つ意味をよく理解し、本書の内容（指示）に
したがってください。

※この章では、「気象鳥」を使用する場合に守るべき安全事項を説明しています。

お 願 い

注  意!

重要なお知らせ
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安全のため特に注意していただきたいこと
（安全のため、必ずお守りください）

注　意!

●電動の場合、モーターやスイッチなど
電気関連部分に水をかけないでください。
感電・漏電のおそれがあります。

●製品に電気コードを巻付けないでくだ
さい。感電・漏電のおそれがあります。

●積雪が予想される場合は、スクリーン
を巻取っておいてください。落下・
破損のおそれがあります。

●スクリーンがたるみ、水がたまる場合
は、必ず購入先に連絡して直してもら
ってください。多量の水がたまると
製品が落下するおそれがあります。

●ボトムやスクリーンにものをぶらさげ
たり荷重をかけたりしないでください。
落下・破損のおそれがあります。

モーター

お手入れ方法

1 商品の点検

2 商品のお手入れ

●定期的（年一回程度）に、ねじ・ボルト類の緩みを点検し締直してください。締直してもガタツク場合は腐食のおそれ
がありますので、お買い求めの工務店・販売店又はトステム（株）営業所へご連絡ください。

■アルミ製品
●アルミは比較的腐食しにくい材質ですが、砂・ホコリ・塩分などが付いたまま長い間放置しておくと、空気中の湿気

や雨水の影響を受け、腐食の原因になります。お手入れはなるべくこまめにしてください。

【汚れが軽い場合】
●水でぬらしたぞうきんで汚れをふき取り、からぶきします。

【汚れがひどい場合】
①水でぬらしたぞうきんで全体についたホコリ・砂などをふき取ります。
②うすめた中性洗剤でひどい汚れを落とし、洗剤が残らないようによくふき取ります。
③全体をからぶきします。

〈お手入れ回数の最低限の目安〉

●古くなったスクリーンは、早めに交換してください。強風・衝撃で破損しやすくなります。
　美観の観点から、3～5年を目安に（保証値ではありません）交換することをお勧めします。

●落ち葉などで雨どいがつまることがありますので時々取除いてください。

●モーター・手動ギアは消耗品です。
　モーターは5000回開閉程度、手動ギアは3000回開閉程度を目安に交換することをお勧めします。
（数値は保証値ではありません。）（数字は保証値ではありません。）

■スクリーン

■雨どい

■駆動機

■お手入れ時のお願い
●洗剤は必ず中性洗剤をご使用ください。酸性・アルカリ性・塩素系薬品・

ベンジン・シンナー・トルエンなどの有機溶剤および有機溶剤入り洗浄
剤などはアルミ形材・ステンレス部品の腐食や塗膜はがれ、スクリーン
の変色・色あせを引き起こしますので絶対に使用しないでください。

　誤って使用した場合は、すぐに大量の水で薬品をよく洗い流してくださ
い。

●アルミをお手入れする場合、金属製ブラシ・金ベラなどは使用しないで
ください。

●スクリーンをお手入れする場合はぬらしたスポンジでふいてください。
中性洗剤を使用した場合は洗剤が残らないようにふき取ってください。

 （タワシなどの硬い物ではこすらないでください。表面の樹脂加工がはが
れてしまいます。）

※長期間、清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは、しみや腐食の原因となります。汚れが軽いうち
に清掃してください。清掃の目安は、少なくとも年に2～3回程度です。

　特に海岸地帯や交通量の多い道路沿いは、塩分や排気ガスによる汚損が進みやすいので、こまめにお手入れしてくだ
さい。
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※巻上げテンションを調整する場合は、
調整ダイヤルを回します。

　｢強｣方向→巻上げ力が強くなります。
　｢弱｣方向→巻上げ力が弱くなります。

※土間仕様などで、スクリーンを途中で止めて
固定したい場合は、プルロープを使用します。

①プルロープを、お好みの長さ
にカットし、ハンドル、ボー
ルに通して結びます。

②固定するときは、プルロープ
をフック金具に引っ掛け、固
定します。

③収納するときは、スクリーン
パッキンに引っ掛け、収納し
ます。

※開口部の下にフックする場合は、プルロープは使用しないで
ください。

ハンドル

ボール
プルロープ

スクリーンパッキン

むすぶ

ハンドル

ボール

プルロープ

ボール

プルロープ

フック金具

裏面

■詳細図

■巻上げテンションの調整

■プルロープを使う場合

調整ダイヤル

強
弱

プルロープ

フック金具

注　意!

●物干しを使う場合、15kg以上の物を
干したり物干し竿にぶら下がったりし
ないでください。

●前面スクリーンの固定は、ピンと張
った状態で限度テープが見えない範
囲内で行ってください。範囲外で行
った場合製品破損につながります。

●下図のように、桁を介した前面スク
リーンの固定は、製品破損につなが
りますのでしないでください。

※センサー付きの場合は、前面スクリ
ーンの取付けはしないでください。

●強風（10m／s以上）のとき又は、強風・
突風が予想されるときは、スクリーン
を巻取ってください。あおられて破損
のおそれがあります。

風圧（m/秒）

8

10

13

15

現　象

葉のある低木がゆれはじめる。池や沼の水面に波頭が立つ。

大枝が動く。電線が鳴る。かさがさしにくい。

樹木全体がゆれる。風に向っては歩きにくい。

小枝が折れる。風に向っては歩けない。（小型台風）

■地上における風速の目安 ※突風の目安ではありません。

スクリーンが
ピンと張った
　状態

限度テープ
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※雪や落ち葉などがメインスクリー
ンの上に積もってしまった場合は、
必ず取除いてから巻取ってください。
故障の原因になります。

※雨などでスクリーンが濡れた場合は、
天気の良い日に開いて乾かしてくださ
い。カビの発生や汚れの原因になります。

※夜間や留守の場合は、必ずスクリーン
を巻取っておいてください。

※雨や雪・結露など、製品に付着し
た水分が凍結している場合は、溶
けるまで操作しないでください。
故障の原因になります。

お願い

■スクリーンを下ろすとき

■スクリーンをあげるとき

2 前面スクリーンの操作方法

①スクリーンハンドルにフック棒を引っ掛けスクリーンを引出し
ます。

②引出したい位置まで引出したら、少し戻すと巻上げテンション
が解除されます。

（少し又引出すと、巻上げテンションが復活します。）

スクリーン

スクリーンハンドル

フック棒

【手すりに引っ掛ける場合】 【フック金具に引っ掛ける場合】

●生地をピンと張った状態で限度テープ
が見えた場合は、見えない範囲に固定
し直してください。

③取付けバンドをマジック
テープからはがし、90°
回転させます。

③フック金具のフックを起こし、スクリーン
ハンドルを引っ掛けます。

④取付けバンドを手すりに
引っ掛け、バックルをは
め込みます。

⑤はずすときは、バックルの両端を押し、又90°反転して
マジックテープに張付けます。

手すり

スクリーン

スクリーン
ハンドル

フック金具

限度テープ

①手すり、フック金具から、スクリーンを外します。
②スクリーンハンドルにフック棒を引っ掛けます。
③スクリーンを少し引出し、巻上げテンションを復活

させると、巻上がります。
④フック棒を持って、ゆっくりスクリーンを巻上げます。

スクリーン

スクリーンハンドル

フック棒
@

!

取付けバンド

取付けバンド

バックル

バックル
取付け
バンド

スクリーン

スクリーン



校正者：木下　 泰孝

初校 制作会社：アクシス

04.05.21

A3 2 中とじ N-2868

図番 用紙サイズ 設指番号

C473C10055-07

刷色数 形式

作成者：田口
A3(297×420)

MAG-858A(P08/P05)

8 5

●停電ではありませんか？

開

停 止

閉

※長期間ご使用にならない場合は、リモコン
から乾電池を抜いてください。

●受信範囲

●リモコン

リモコン

【リモコンタイプ】

リモコン

受信器 レンズ

受信範囲（障害のない場合）

5m

3m

80°±5°

160°±5°

3m

張出し

停止

巻取り

●消費電力（電動タイプ）180Ｗ（ワット）

※電源プラグが外れていませんか？
リモコンの電池切れではありま
せんか？

※15分ほど休ませると再び動か
せます。

■製品が動かない場合

●キャンバスが張出す範囲に
障害物などがありませんか？

●キャンバスの巻取り部分に物が
はさまっていませんか？

●5分以上連続開閉しません
でしたか？

①リモコンを受信器に向け、スイッチを押します。

……キャンバスを張出す

……キャンバスを巻取る

……途中停止する

※リモコンに単4マンガン乾電池2本をセット
してください。

（付属の電池はお試し用です。新しい電池を
ご使用ください。）

※受信器の受信範囲でご使用ください。

開

閉

停止

●開閉切替えスイッチを正しく
操作していますか？

分休憩15

お願い

※スクリーンを折り曲げた状態で強く押
しつけないでください。
　折りじわの原因となります。

※ボルト・ナット・ねじなどは、絶対に
緩めないでください。

※当社指定の付属品以外は取付けないで
ください。

※スクリーンは、こまめにお手入れして
ください。
　汚れがひどいと生地の老化が早くなり
ます。
　又、スクリーンは、3～5年を目安に
交換することをお勧めします。

※前面スクリーンの開閉操作はスクリー
ンハンドルにフック棒を引っ掛け、ス
クリーンが水平になるように、ゆっく
り行ってください。
　斜めに行うと、スクリーンの巻乱れが
生じ生地の消耗につながります。

　巻乱れが生じた場合は、いったん引出し、
再度巻取ってください。
　又、スクリーンのテンションがかかっ
た状態で、フック棒をはずすと勢いよ
く巻上がり、製品破損につながります
のでしないでください。



校正者：木下　 泰孝

初校 制作会社：アクシス

04.05.21

A3 2 中とじ N-2868

図番 用紙サイズ 設指番号

C473C10055-08

刷色数 形式

作成者：田口
A3(297×420)

MAG-858A(P06/P07)

6 7

構成図

■操作部

●電　動 ●センサー●手　動

リング

手動ギア

クランク棒

モーター

スイッチ

センサー

コントローラー

●リモコン

リモコン

受信機

■全体構成図

操作部
スクリーン

ボトム

上ケース

側枠

桁

柱

前面スクリーン

取付けバンド

スクリーンハンドル

操作方法
商品の点検

●クランクハンドルのフックを手動ギア
のリングに引っ掛け、手回しで開閉し
ます。

※ ク ラ ン ク ハ ン ド ル の 長 さ は 標 準
1 5 0 c m で す が 、 他 に 1 0 0 c m ・
170cm・225cmも用意しています。

※スクリーンを全開せず途中で止めたま
までも使用できます。

①電源プラグを、AC100Vコンセントに差込みます。
 （AC100Vコンセント以外には差込まないでください｡）

屋内配線と結線されている場合は、ブレーカーを
ONにします。

※連続開閉は、なるべくさけてください。
　5分以上連続開閉すると、モーターの安全装置が働き、

開閉途中でも止まります。
　この場合は15分ほど休ませると再び動かせます。

②開閉切替えスイッチの▲又は
▼を押します。

　▼…キャンバスを張出す
　▲…キャンバスを巻取る

③作動スイッチを押します。
　押している間だけモーターが

作動し、開閉します。手を離
すと止まります。

※電動タイプには、スイッチタイプ（標準）・リモコンタイプ・センサータイプがあります。
※センサータイプの操作方法は、センサーセット内の説明書をご覧ください。

【スイッチタイプ（標準）】

●キャンバスを
　張出す

●キャンバスを
　巻取る

開閉切替え
スイッチ

手動ギアリング

クランクハンドル

1 メインスクリーンの操作方法

■手動タイプ

■電動タイプ

スイッチ

AC100V

作動
スイッチ

@ #

!
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構成図

■操作部

●電　動 ●センサー●手　動

リング

手動ギア

クランク棒

モーター

スイッチ

センサー

コントローラー

●リモコン

リモコン

受信機

■全体構成図

操作部
スクリーン

ボトム

上ケース

側枠

桁

柱

前面スクリーン

取付けバンド

スクリーンハンドル

操作方法
商品の点検

●クランクハンドルのフックを手動ギア
のリングに引っ掛け、手回しで開閉し
ます。

※ ク ラ ン ク ハ ン ド ル の 長 さ は 標 準
1 5 0 c m で す が 、 他 に 1 0 0 c m ・
170cm・225cmも用意しています。

※スクリーンを全開せず途中で止めたま
までも使用できます。

①電源プラグを、AC100Vコンセントに差込みます。
 （AC100Vコンセント以外には差込まないでください｡）

屋内配線と結線されている場合は、ブレーカーを
ONにします。

※連続開閉は、なるべくさけてください。
　5分以上連続開閉すると、モーターの安全装置が働き、

開閉途中でも止まります。
　この場合は15分ほど休ませると再び動かせます。

②開閉切替えスイッチの▲又は
▼を押します。

　▼…キャンバスを張出す
　▲…キャンバスを巻取る

③作動スイッチを押します。
　押している間だけモーターが

作動し、開閉します。手を離
すと止まります。

※電動タイプには、スイッチタイプ（標準）・リモコンタイプ・センサータイプがあります。
※センサータイプの操作方法は、センサーセット内の説明書をご覧ください。

【スイッチタイプ（標準）】

●キャンバスを
　張出す

●キャンバスを
　巻取る

開閉切替え
スイッチ

手動ギアリング

クランクハンドル

1 メインスクリーンの操作方法

■手動タイプ

■電動タイプ

スイッチ

AC100V

作動
スイッチ

@ #

!
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●停電ではありませんか？

開

停 止

閉

※長期間ご使用にならない場合は、リモコン
から乾電池を抜いてください。

●受信範囲

●リモコン

リモコン

【リモコンタイプ】

リモコン

受信器 レンズ

受信範囲（障害のない場合）

5m

3m

80°±5°

160°±5°

3m

張出し

停止

巻取り

●消費電力（電動タイプ）180Ｗ（ワット）

※電源プラグが外れていませんか？
リモコンの電池切れではありま
せんか？

※15分ほど休ませると再び動か
せます。

■製品が動かない場合

●キャンバスが張出す範囲に
障害物などがありませんか？

●キャンバスの巻取り部分に物が
はさまっていませんか？

●5分以上連続開閉しません
でしたか？

①リモコンを受信器に向け、スイッチを押します。

……キャンバスを張出す

……キャンバスを巻取る

……途中停止する

※リモコンに単4マンガン乾電池2本をセット
してください。

（付属の電池はお試し用です。新しい電池を
ご使用ください。）

※受信器の受信範囲でご使用ください。

開

閉

停止

●開閉切替えスイッチを正しく
操作していますか？

分休憩15

お願い

※スクリーンを折り曲げた状態で強く押
しつけないでください。
　折りじわの原因となります。

※ボルト・ナット・ねじなどは、絶対に
緩めないでください。

※当社指定の付属品以外は取付けないで
ください。

※スクリーンは、こまめにお手入れして
ください。

　汚れがひどいと生地の老化が早くなり
ます。

　又、スクリーンは、3～5年を目安に
交換することをお勧めします。

※前面スクリーンの開閉操作はスクリー
ンハンドルにフック棒を引っ掛け、ス
クリーンが水平になるように、ゆっく
り行ってください。
　斜めに行うと、スクリーンの巻乱れが
生じ生地の消耗につながります。

　巻乱れが生じた場合は、いったん引出し、
再度巻取ってください。

　又、スクリーンのテンションがかかっ
た状態で、フック棒をはずすと勢いよ
く巻上がり、製品破損につながります
のでしないでください。



校正者：木下　 泰孝

初校 制作会社：アクシス

04.05.21

A3 2 中とじ N-2868

図番 用紙サイズ 設指番号

C473C10055-06

刷色数 形式

作成者：田口
A3(297×420)

MAG-858A(P04/P09)

4 9

※雪や落ち葉などがメインスクリー
ンの上に積もってしまった場合は、
必ず取除いてから巻取ってください。
故障の原因になります。

※雨などでスクリーンが濡れた場合は、
天気の良い日に開いて乾かしてくださ
い。カビの発生や汚れの原因になります。

※夜間や留守の場合は、必ずスクリーン
を巻取っておいてください。

※雨や雪・結露など、製品に付着し
た水分が凍結している場合は、溶
けるまで操作しないでください。
故障の原因になります。

お願い

■スクリーンを下ろすとき

■スクリーンをあげるとき

2 前面スクリーンの操作方法

①スクリーンハンドルにフック棒を引っ掛けスクリーンを引出し
ます。

②引出したい位置まで引出したら、少し戻すと巻上げテンション
が解除されます。

（少し又引出すと、巻上げテンションが復活します。）

スクリーン

スクリーンハンドル

フック棒

【手すりに引っ掛ける場合】 【フック金具に引っ掛ける場合】

●生地をピンと張った状態で限度テープ
が見えた場合は、見えない範囲に固定
し直してください。

③取付けバンドをマジック
テープからはがし、90°
回転させます。

③フック金具のフックを起こし、スクリーン
ハンドルを引っ掛けます。

④取付けバンドを手すりに
引っ掛け、バックルをは
め込みます。

⑤はずすときは、バックルの両端を押し、又90°反転して
マジックテープに張付けます。

手すり

スクリーン

スクリーン
ハンドル

フック金具

限度テープ

①手すり、フック金具から、スクリーンを外します。
②スクリーンハンドルにフック棒を引っ掛けます。
③スクリーンを少し引出し、巻上げテンションを復活

させると、巻上がります。
④フック棒を持って、ゆっくりスクリーンを巻上げます。

スクリーン

スクリーンハンドル

フック棒
@

!

取付けバンド

取付けバンド

バックル

バックル
取付け
バンド

スクリーン

スクリーン
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※巻上げテンションを調整する場合は、
調整ダイヤルを回します。

　｢強｣方向→巻上げ力が強くなります。
　｢弱｣方向→巻上げ力が弱くなります。

※土間仕様などで、スクリーンを途中で止めて
固定したい場合は、プルロープを使用します。

①プルロープを、お好みの長さ
にカットし、ハンドル、ボー
ルに通して結びます。

②固定するときは、プルロープ
をフック金具に引っ掛け、固
定します。

③収納するときは、スクリーン
パッキンに引っ掛け、収納し
ます。

※開口部の下にフックする場合は、プルロープは使用しないで
ください。

ハンドル

ボール
プルロープ

スクリーンパッキン

むすぶ

ハンドル

ボール

プルロープ

ボール

プルロープ

フック金具

裏面

■詳細図

■巻上げテンションの調整

■プルロープを使う場合

調整ダイヤル

強
弱

プルロープ

フック金具

注　意!

●物干しを使う場合、15kg以上の物を
干したり物干し竿にぶら下がったりし
ないでください。

●前面スクリーンの固定は、ピンと張
った状態で限度テープが見えない範
囲内で行ってください。範囲外で行
った場合製品破損につながります。

●下図のように、桁を介した前面スク
リーンの固定は、製品破損につなが
りますのでしないでください。

※センサー付きの場合は、前面スクリ
ーンの取付けはしないでください。

●強風（10m／s以上）のとき又は、強風・
突風が予想されるときは、スクリーン
を巻取ってください。あおられて破損
のおそれがあります。

風圧（m/秒）

8

10

13

15

現　象

葉のある低木がゆれはじめる。池や沼の水面に波頭が立つ。

大枝が動く。電線が鳴る。かさがさしにくい。

樹木全体がゆれる。風に向っては歩きにくい。

小枝が折れる。風に向っては歩けない。（小型台風）

■地上における風速の目安 ※突風の目安ではありません。

スクリーンが
ピンと張った
　状態

限度テープ



校正者：木下　 泰孝

2校 制作会社：アクシス

04.05.24

A3 3 中とじ N-2868

図番 用紙サイズ 設指番号

C473C10055-04

刷色数 形式

作成者：田口
A3(297×420)

MAG-858A(P02/P11)

2 11

安全のため特に注意していただきたいこと
（安全のため、必ずお守りください）

注　意!

●電動の場合、モーターやスイッチなど
電気関連部分に水をかけないでください。
感電・漏電のおそれがあります。

●製品に電気コードを巻付けないでくだ
さい。感電・漏電のおそれがあります。

●積雪が予想される場合は、スクリーン
を巻取っておいてください。落下・
破損のおそれがあります。

●スクリーンがたるみ、水がたまる場合
は、必ず購入先に連絡して直してもら
ってください。多量の水がたまると
製品が落下するおそれがあります。

●ボトムやスクリーンにものをぶらさげ
たり荷重をかけたりしないでください。
落下・破損のおそれがあります。

モーター

お手入れ方法

1 商品の点検

2 商品のお手入れ

●定期的（年一回程度）に、ねじ・ボルト類の緩みを点検し締直してください。締直してもガタツク場合は腐食のおそれ
がありますので、お買い求めの工務店・販売店又はトステム（株）営業所へご連絡ください。

■アルミ製品
●アルミは比較的腐食しにくい材質ですが、砂・ホコリ・塩分などが付いたまま長い間放置しておくと、空気中の湿気

や雨水の影響を受け、腐食の原因になります。お手入れはなるべくこまめにしてください。

【汚れが軽い場合】
●水でぬらしたぞうきんで汚れをふき取り、からぶきします。

【汚れがひどい場合】
①水でぬらしたぞうきんで全体についたホコリ・砂などをふき取ります。
②うすめた中性洗剤でひどい汚れを落とし、洗剤が残らないようによくふき取ります。
③全体をからぶきします。

〈お手入れ回数の最低限の目安〉

●古くなったスクリーンは、早めに交換してください。強風・衝撃で破損しやすくなります。
　美観の観点から、3～5年を目安に（保証値ではありません）交換することをお勧めします。

●落ち葉などで雨どいがつまることがありますので時々取除いてください。

●モーター・手動ギアは消耗品です。
　モーターは5000回開閉程度、手動ギアは3000回開閉程度を目安に交換することをお勧めします。
（数値は保証値ではありません。）（数字は保証値ではありません。）

■スクリーン

■雨どい

■駆動機

■お手入れ時のお願い
●洗剤は必ず中性洗剤をご使用ください。酸性・アルカリ性・塩素系薬品・

ベンジン・シンナー・トルエンなどの有機溶剤および有機溶剤入り洗浄
剤などはアルミ形材・ステンレス部品の腐食や塗膜はがれ、スクリーン
の変色・色あせを引き起こしますので絶対に使用しないでください。

　誤って使用した場合は、すぐに大量の水で薬品をよく洗い流してくださ
い。

●アルミをお手入れする場合、金属製ブラシ・金ベラなどは使用しないで
ください。

●スクリーンをお手入れする場合はぬらしたスポンジでふいてください。
中性洗剤を使用した場合は洗剤が残らないようにふき取ってください。

 （タワシなどの硬い物ではこすらないでください。表面の樹脂加工がはが
れてしまいます。）

※長期間、清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは、しみや腐食の原因となります。汚れが軽いうち
に清掃してください。清掃の目安は、少なくとも年に2～3回程度です。

　特に海岸地帯や交通量の多い道路沿いは、塩分や排気ガスによる汚損が進みやすいので、こまめにお手入れしてくだ
さい。
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商品保証について
本書は、ここに記載の保証期間・保証内容の範囲において無料修理をお約束するものです。
保証期間中、商品に故障・損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した場合には、お取扱いの施工店、工務店、
販売店又は、当社商品相談窓口にご相談ください。

※保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、
お取扱いの施工店、工務店、販売店又は、当社商品相談窓口にお問合わせください。

■保証者………………………

■保証の対象…………………

■対象商品……………………

■ 保 証 内 容 …………………

■ 保 証 期 間 …………………

■品質保証の免責事項……

トステム株式会社

住宅の所有者

トステムブランドで販売している一般住宅用商品およびエクステリア商品

通常の取扱いによって生じた品質不良・性能および機能の低下によるもので、かつ当社が認定

した不具合。

当該商品の取付け完了後2年間。（電装部品については1年間）

ただし、完了時期については所有者が立証責任を負う。

原因が次のような場合は、保証期間内であっても有償修理となります。

イ）環境が特に悪い地域の場所に取付けられた不具合。

　（例えば塩害や大気中の砂塵や煤煙・各種金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の排気ガス　

　　などの反応物質が付着して起こる腐食・高温・低温・多湿による損傷や故障）

ロ）保証者の表示した取扱いから逸脱した不具合。

　　①モルタル（アルミに接触する部分）に海砂を使用

　　②モルタル（アルミに接触する部分）に急結剤を使用

　　③塩分などを含んだ木材を使用

　　④施工指示通りに施工がされていない（シーリングなど）

　　⑤中性洗剤以外のクリーニング剤を使用

ハ）使用者もしくは第三者の誤り、又は不当な修理や改造による不具合。

ニ）保証者が表示した以上の性能を必要とする個所に取付けられたため発生した不具合。

※各種性能については、本書の「風に対する仕様」・「積雪に対する仕様」に記載されています。

ホ）不可抗力（天災・地変・地盤沈下・火災・爆発・騒乱・落雷・異常電圧など）により発生し

　　た不具合。

ヘ）建具構成材であっても当社供給範囲外の不具合（ガラスなど）。

ト）一般住宅用とは認められない使用目的に使用された不具合。

問合わせ事項

商品全般

連絡先窓口

お買い求めの工務店・販売店又はトステム（株）営業所

1.この取扱い説明書に記載してある注意事項が、すべての危険を含んでいるわけではあ
りません。したがって、「気象鳥」のご使用およびお手入れを行う場合は、この取扱い
説明書の記載してある事項に限らず、安全対策に関して十分な配慮が必要です。
2.この取扱い説明書は版権を有し、その権利は留保されています。
3.商品のお問合わせについては、下記の窓口までご連絡ください。

●安全のために、必ずお守りください。
　「気象鳥」をご使用およびお手入れを行う場合は、必ずこの取扱い説明書にしたが
ってください。

　もしこの取扱い説明書にしたがわず乱用又は誤用によって、ケガおよび損害が発生
した場合は、トステム株式会社およびその販売会社に責任はないものといたします。

ご使用の前に

警告用語の種類と意味

安全について

取扱いを誤った場合に、使用者が中程度の傷害・軽傷を負う危険
又は物的損害の発生が想定されます。

特に注意を促したり強調したい情報で、指示にしたがわないと機器
の損傷・故障などにつながる場合に用います。

警告用語 意　　味

●この取扱い説明書では、危険度の高さ（又は事故の大きさ）にしたがって、次の2段階
に分類しています。以下の警告用語が持つ意味をよく理解し、本書の内容（指示）に
したがってください。

※この章では、「気象鳥」を使用する場合に守るべき安全事項を説明しています。

お 願 い

注  意!

重要なお知らせ
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商品改良のため、予告なしに仕様の変更を行うことがありますのでご了承ください。
ご用命は

取扱い説明書

お施主さま用

気象鳥可動式テラス

ご使用にあたって

●この取扱い説明書を読んで理解するまでは「気象鳥」
のご使用およびお手入れを行わないでください。
●この取扱い説明書は、ご使用中にご不明な点や、
お手入れの方法などをいつでも調べられるよう
大切に保存してください。


